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◇ ◇プ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ムプ ロ グ ラ ム

10月19日(日)

15：00～ 受 付

18：00～19：80 夕 食

19：00～21：00 セレモニー

揆拶(斉藤

学・三船英男先生)

オープン・スピーカーズ・

ミーティング

10月20日(月)

8：00～9：00

9：00～ ＜武蔵＞ モーニング、

セレモニー (各会場で全国ＡＡ

メンバーとのフェロ－シップ)

9：30～17：00

午前 ＜武蔵＞北から南から

＜白梅＞パブリックミーテ

ィング

＜芙蓉＞ＮＡミーティング

＜黒山＞ビギナーズ・ミー

ティング

＜秩父＞ 娯楽室

・休憩室は21：30まで

使用可

屋外プログラムは受付で

午後＜武蔵＞

＜白梅＞ 午前に同じ

＜芙蓉＞

＜黒山＞ＧＳＲミーティング

18:00～19:00 夕 食

19:00～20:00 フェローシップ

20:00～21:00 ラッフルタイム

・フィーバー

10月21日(火)

8:00～ 9:00 朝 食

9:00～11:00 さようならミーテ

ィング 解 散

○食事は全日程とも＜梅園＞＜桜草＞の

２室で臨機応変に願います。

◇◇◇◇一緒一緒一緒一緒にににに遊遊遊遊んでんでんでんでＡＡＡＡＡＡＡＡのののの輪輪輪輪((((和和和和))))をををを、、、、広広広広げよげよげよげよ

(各種催し物)うううう◇◇◇◇

10月20日(月)

13:00～16:00 ソフトボール大会

(参加費100円)

10:00～16:00 輪投げ・ビンゴ・カラ

オケ等＜秩父＞の間

13:00～16:00 バトミントン・卓球

(体育館使用のため運動靴が必要)

なお、希望者はフィード・アスレチック

も出来ます。

誤解しがちな初心者のために、５年の準備と企画を錬って出版された。自分の信ずる神へのゆるがぬ信仰がテーマ。ＧＳＯのすすめに応じて、全世
界のＡＡメンバーから多くのコメントや物語が寄せられている。メンバー達の霊的な旅の多様性とそれを支える一体性が最大の魅力。

（パンフレット）─アルコールの代りに鎮静剤、トランキライザー、マリファナその他の薬物だの、覚醒剤、抗欝剤の使用は非常「ＡＡ「ＡＡ「ＡＡ「ＡＡとととと薬物濫用薬物濫用薬物濫用薬物濫用」」」」
に危険である。ソブラエティに関わる薬物問題について述べたパンフレット。

（パンフレット）─①アル中毒は誰でもかかる病気だということ、②ＡＡに関心のある専門家、医師のアルコール中毒に対する臨床「「「「専門家専門家専門家専門家ととととＡＡＡＡＡＡＡＡ」」」」
上の関わり方、③問題のある酒飲みを救うために、医学とＡＡがどう協力し合ったらよいか、についてのアプローチ。それについて述べた専門家向
けパンフレット。
◇◇◇◇前年前年前年前年からからからから現在現在現在現在もももも来年来年来年来年もももも引続引続引続引続きやっていくきやっていくきやっていくきやっていく仕事予定仕事予定仕事予定仕事予定◇◇◇◇

（ＡＡの２０年小史）─１９５７年には、ＡＡメンバーは２０万人を越えた。この本の背景にはその３年間１９５４年に創始「ＡＡ「ＡＡ「ＡＡ「ＡＡがががが成年成年成年成年にににに達達達達したしたしたした」」」」
以来役立っていた協会が解散し、Ｇ.Ｓ.Ｏが設立され、２年前の１９５５年にセントルイスでＡＡ２５周年記念コンベンションが開かれ、更にＡＡ
の三つの遺産─回復、統一、奉仕が行動に移された。これらの歴史と記録、更に医学・神学・司法の分野でＡＡに協力してきた先駆者たちの講演記
録、ゼネラルサービス評議会、ラスカー賞受賞までを含む長大な文書がこの本の中に収められている。
なお 「改訂」という言葉について、メンバーからよく質問を受けるが、これは翻訳文の字句の改正、訂正であり、原文の改正は意味していない。、

現在日本のＡＡグループも責任あるサービス活動を行うために、より効果的な体制をとるようになった （各メンバーは共通の回。
復から一歩ぬきんでた個人的特性の発揮が要求されるようになった）─そこに様々な問題意識が出始め、各々がいろいろの意見

や疑問を持ち始めたので、その受け皿となるのが総務委員会であると考えている。今、早速やろうとしていることは、ＡＡのサービスに関する組織
の分担を明文化し、その手引書を作るべく、鋭意検討中である。

総務委員会

ＡＡＡＡＡＡＡＡサービスサービスサービスサービスのののの窓口窓口窓口窓口

各委員会各委員会各委員会各委員会のののの活動活動活動活動のののの現状現状現状現状とととと展望展望展望展望

ＡＡＡＡＡＡＡＡのののの各委員会各委員会各委員会各委員会はははは、、、、それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの分野分野分野分野でででで、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡ、ＡＡのののの内外的内外的内外的内外的ななななサービスサービスサービスサービス
をををを行行行行うううう窓口窓口窓口窓口になっているがになっているがになっているがになっているが、、、、それぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれが今何今何今何今何をやっているのかをやっているのかをやっているのかをやっているのか、、、、ここここ
れかられかられかられから何何何何をやろうとしているかをやろうとしているかをやろうとしているかをやろうとしているか、、、、又又又又そういうそういうそういうそういう活動活動活動活動をやっていくをやっていくをやっていくをやっていく上上上上でででで
どんなどんなどんなどんな問題問題問題問題をかかえているかをかかえているかをかかえているかをかかえているか等等等等々々々々をごをごをごをご紹介紹介紹介紹介しょうしょうしょうしょう。。。。
勿論勿論勿論勿論ここにここにここにここに掲掲掲掲げたのはげたのはげたのはげたのは、、、、そのそのそのその一端一端一端一端にすぎないにすぎないにすぎないにすぎない。。。。
又又又又、、、、どのどのどのどの委員会委員会委員会委員会のののの会合会合会合会合でもでもでもでもメンバーメンバーメンバーメンバーならならならなら誰誰誰誰でもでもでもでも出席出席出席出席できるできるできるできる。。。。これこれこれこれ

をををを読読読読んであなたがんであなたがんであなたがんであなたが関心関心関心関心をををを持持持持ったらったらったらったら、、、、実際実際実際実際にそこににそこににそこににそこに出席出席出席出席されてされてされてされて自分自分自分自分のののの
眼眼眼眼とととと自分自分自分自分のののの耳耳耳耳でででで経験経験経験経験されることをおされることをおされることをおされることをお勧勧勧勧めしたいめしたいめしたいめしたい。。。。人間人間人間人間にとってにとってにとってにとって本当本当本当本当
にににに知知知知っていることというのはっていることというのはっていることというのはっていることというのは、、、、そうしたそうしたそうしたそうした自分自分自分自分のののの経験経験経験経験でででで、、、、自分自分自分自分なりになりになりになりに
得得得得たものしかないのだからたものしかないのだからたものしかないのだからたものしかないのだから。。。。

文書委員会文書委員会文書委員会文書委員会はははは、、、、毎月一回第毎月一回第毎月一回第毎月一回第２２２２日曜日日曜日日曜日日曜日のののの午後午後午後午後１１１１時時時時
半半半半からからからから池袋池袋池袋池袋ののののＪＪＪＪ,,,,ＳＳＳＳ,,,,ＯＯＯＯでででで定例定例定例定例のののの集会集会集会集会をををを持持持持ちちちち各委各委各委各委

員員員員のののの仕事仕事仕事仕事のののの分担分担分担分担をををを決決決決めたりめたりめたりめたり、、、、既刊既刊既刊既刊ののののＡＡＡＡＡＡＡＡにににに関関関関するするするする出版物出版物出版物出版物のののの改訂改訂改訂改訂、、、、新新新新
しくしくしくしく公布公布公布公布するするするする出版物出版物出版物出版物ややややパンフレットパンフレットパンフレットパンフレット等等等等のののの検討検討検討検討やややや、、、、刊行刊行刊行刊行にににに関関関関するするするする種種種種々々々々
のののの取取取取りりりり決決決決めをめをめをめを行行行行っているっているっているっている。。。。
◇◇◇◇本年度本年度本年度本年度のののの仕事仕事仕事仕事◇◇◇◇

１２の伝統は個人の回復を委ねるグルー「「「「絵絵絵絵でみるでみるでみるでみる１２１２１２１２のののの伝統伝統伝統伝統」」」」────
プの成長のためのステップであることを、具体的に解説してある。
イラストが豊富に入っているので、誰にも容易に１２の伝統が理解
出来る。この本を今、委員たちが知恵を出しあって、どんな日本語
を使って訳したら正確で解りやすいか、を検討している。何とか今
年中に翻訳し終えて刊行の準備に入りたい。
◇◇◇◇来年度来年度来年度来年度のののの仕事予定仕事予定仕事予定仕事予定◇◇◇◇

原書は、ＡＡの霊的プログラムを宗教と「「「「信信信信ずるようになったずるようになったずるようになったずるようになった」」」」────

文書委員会

：わたしとあなたの分かち合いメインテーマ

わたしとあなたのわたしとあなたのわたしとあなたのわたしとあなたの分分分分かちかちかちかち合合合合いいいい

´́́́８６８６８６８６年秋季関東年秋季関東年秋季関東年秋季関東ラウンドアップラウンドアップラウンドアップラウンドアップ

ラウンドアップラウンドアップラウンドアップラウンドアップとはとはとはとは、、、、簡単簡単簡単簡単にににに言言言言えばえばえばえば既既既既ににににＡＡＡＡＡＡＡＡののののメンバーメンバーメンバーメンバーだとだとだとだと自認自認自認自認
しているしているしているしている仲間仲間仲間仲間がががが、、、、これからそうなるかもしれないこれからそうなるかもしれないこれからそうなるかもしれないこれからそうなるかもしれない新新新新しいしいしいしい仲間仲間仲間仲間をををを誘誘誘誘いいいい、、、、つれてつれてつれてつれて来来来来るるるる集会集会集会集会であるであるであるである。。。。そうしてそうしてそうしてそうして全国各地全国各地全国各地全国各地からからからから集集集集まってきたまってきたまってきたまってきた多数多数多数多数のののの、、、、さまざまさまざまさまざまさまざま
なななな段階段階段階段階にあるにあるにあるにあるアルコールアルコールアルコールアルコール中毒中毒中毒中毒たちがたちがたちがたちが、、、、２２２２泊泊泊泊３３３３日寝食日寝食日寝食日寝食をををを共共共共にするうちににするうちににするうちににするうちに、、、、ミーティングミーティングミーティングミーティングやいろいろのやいろいろのやいろいろのやいろいろのイベントイベントイベントイベント((((催催催催しししし))))をををを通通通通じてじてじてじて、、、、楽楽楽楽しいしいしいしい時間時間時間時間をををを共有共有共有共有するするするする
ことでことでことでことで、、、、深深深深いいいい人間同士人間同士人間同士人間同士のののの交流交流交流交流がなされるがなされるがなされるがなされる。。。。これがこれがこれがこれが新新新新しいしいしいしい仲間仲間仲間仲間にはにはにはには回復回復回復回復のよいのよいのよいのよい機会機会機会機会となりとなりとなりとなり、、、、彼彼彼彼をををを連連連連れてれてれてれて来来来来たたたた既既既既にににに回復回復回復回復とととと成長成長成長成長ののののレールレールレールレールにににに乗乗乗乗っているっているっているっている仲間仲間仲間仲間
にはにはにはには、、、、そのそのそのその歩歩歩歩みをみをみをみを一層力一層力一層力一層力づけるづけるづけるづける結果結果結果結果になるのであるになるのであるになるのであるになるのである。。。。
人間は一人では生きられない。私たちは自分一人で苦しんできたし、どんな小さな楽しみも、一人でこっそり楽しんできたものだ。楽しみは人と

分かち合うことで、その楽しみは倍加する、ということをまったく知らなかったのである。
私たちはこの集まりを持つことで、さまざまな回復の経験を持つことで、回復が可能なことを実感し、人の話を聞いて共感することで、初めて自

分の病気を認め、回復への意欲を持ちえたのである。私達の新しい人生の出発が始まったのである。
ラウンドアップは、地域の行政機関や専門家の理解と協力うけて、１０年ほど前から定期的に各地で開催され、多大の効果を収めてきた。本年も

関東地方では春に引き続き、秋のラウドアップが春と同じ埼玉県越生町の埼玉厚生年金休暇センターで、１０月 １９日（日）２０日（月）２１日
（火）の３日間挙行されるが、同じ会場を選んだことで前回の経験を生かした実行委員会によって、前回を上回る快適な３日間が用意されよう。

ＡＡＡＡＡＡＡＡ日本日本日本日本ゼネラルゼネラルゼネラルゼネラル・・・・サービスサービスサービスサービス・・・・オフィスオフィスオフィスオフィス内 広報委員会内 広報委員会内 広報委員会内 広報委員会
〠03 590-5377 160 2-1083 9F☎( ) 東京都豊島区池袋 橘ビル



№ 1 ( 2 )1 9 8 6 年 1 0 月 2 0 日 A A 日 本 ニ ュ ー ズ レ タ ー

グループはこんなに変ってきた

濫立から地区の協力へ

最近の地区委員会幹事集会に出ていると
いつの間にか、ＡＡ日本グループの活動

も本当に足が地についた、という感じがする。
以下はこの集会にずっと深い関わりを持ち続けて来た一人のメン

バーの、これまでの回顧とこれから先への予想を含めた展望を語っ
てもらったものの要約である。
ＤＣＭと称した集会を発展的解消し、昭和５９年９月２２日イン

ターグループ代表者会議が発足した。その２回目から議題は、グル
ープの地区割りについて進められた。
ＤＣＭ当時は地区の名称を名乗っていても、そのグループがその

地区にミーティング場を一カ所も持っていないという、グループも
あったくらいで、グループ間の横の関わりなどゼロに等しい、とい
う時期もあった。それでも１２の伝統に守られながら進んで行った
ように思う。

回を重ねるごとに、ゆっくりとだが確実に整備されて行った。
そういう中でモントリオールの５０周年記念集会に日本から評議

員を送ることが出来た。そして世界のＡＡの仲間入りをスピーチを
もってすることが出来た。
それから最初から地区地域にとらわれないレディスグループとい

う女性だけのグループを解消する方向で話し合いがなされ始める。
各地区のグループに定着させ、レディスグループは解消する。
昭和６０年１２月９日の第１６回会議では、その時交替した各イ

ンターグループの代表者正副を含めて、次期役員が選出された。同
時にラウンドアップ実行委員会が設立される。
次の第１７回インターグループ代表者会議よりも、地区割りにも

っと適合した名称に変える必要に迫られて、新しい名称が地区委員
会幹事集会として可決され、その後は新名称の下に議題も地区割り
の進展の経過に重点が置かれるようになってきた。
同時に重複されていたミーティング会場が、地区内にゆっくりし

たペースでまとまってくる中で、関東地方グループのラウンドアッ
プ実行委員会の努力がみのって、大規模なフェロ－シップを得るこ
とも出来た。
それらと平行して地区の行政や施設との関係がそれまでのグルー

プ単位から、地区サービス委員会へと移行して、地区内に大きなま
とまりが出来はじめた。ＡＡの１２の伝統の大切さが身にしみた次
第であった。
成長し続けてやまない現状が、信濃町から池袋へとサービスオフ

ィス〈ＪＳ０〉の移転となって現われたのである。. .
第２４回集会から議題も地区割り別から地域の行政・施設と関わ

りに変ってきて、各地区の報告による分かち合いが始まり、今後直
接住んでいる場所から近隣周囲を見る作業に移行する際、さまざま
な問題が報告され始める。
というのは、地区の保健所などから「まだ苦しんでいるアルコー

ル中毒者」に、その人が住んでいる土地のＡＡミーティングに行く
ことを勧められても、本人はまだ自分をアルコール中毒者だとは認
めていないし、高いプライドを頑固に持ち続けているから、そんな
処に出たことを近所の人に知られたりしようものなら、もう人前に
出られないからというので、決して出ようとはしないから、みすみ
す回復へのいいチャンスをつぶしてしまう。この傾向は特に女性の
場合に多いという。
そこでメンバーたちは、その地区でないＡＡミーティング会場の

グループと十分なつながりを持っていなければならぬ必要がある。
、 、そして保健所などへも そこが嫌なら他にこういう処もありますよ

とまだ苦しんでいるアルコール中毒者に教えてあげられるようにし
ておかなければならない。そのためにはわれわれは地区委員会幹事
集会などを仲立ちにして、他所も知らなければならない。地区委員
会幹事集会の大切さがこういうところにもある。
近所でない他の土地のＡＡミーティング場に足を運ぶことによっ

て、プライドの高い、自分をアル中なんかであっては大変と思いこ
んでいるその人に、アルコール中毒というものが、誰でも羅る肉体
の病気であることがわかるだろうし、そうすれは、その人は救われ
るのだ。

地区委員会幹事会

この委員会は去る昭和５９年関東サービス
常任委員会の発足の中で、伝統５に明示さ

れているグループの主要目的をより効果的に達成させるために編成
され、活動を始めた。

①メッセージ活動に関わる諸問題◇◇◇◇前任期中前任期中前任期中前任期中にににに実施実施実施実施したことしたことしたことしたこと
について考え合い、②グループ間のその面での調整に当たったり、
③メッセージを運んでいる病院・施設の一覧表作成、④専門家、病
院、施設へのアンケート調査を実施し、⑤今後のメッセージの形式
や内容について検討したり、⑥専門家の要望や地方からの依頼につ
いても考え合ったりしたが、今後の課題として残したものも少くな
かった。

①ＡＡの方法による各人の回復◇◇◇◇昭和昭和昭和昭和６１６１６１６１年度以降年度以降年度以降年度以降のののの活動活動活動活動はははは
と、伝統を堅持することでの各グループの一致をもっての、各委員
会との相互のつながりを強くし、②病院・施設、行政、専門家の方
々との協力関係を深め、③委員の選出に当り各地区各インターから
一人選出として、④幅広く問題について意見を求め、⑤地区インタ
ーを通してより多くのメーンバーの参加を呼びかけ、⑥地方からの
依頼に応じ、短期間に集中的に行うこととし、⑦専門家の協力を頂
いて地方毎にグループの発足を促していき、オープンスピーカーミ
ーティング（コンベンション）を開いて、多くの人に理解を深めて
いくように努めている。

①専門家、行政との協力関係、家族、知人等◇◇◇◇今後今後今後今後のののの問題問題問題問題
（アラノン）との協力関係をどのように強めていくか、②専門家や
家族への各メンバーの個人的接触を積極的に呼びかけて行く、③グ
ループ、地区、ＡＡ全体の一体性を強めて行く、④回復の喜びの分
かち合いを続けたい。
そして、今後この方法が多くの人々に受け入れられて、アルコー

ル中毒という病気も他のすべての病気と同じ様に早期発見、早期治
療がよいに決っているのだから、その予防に効果を挙げるまでに発
展させるべく、一層努めたい、と考えている。アメリカでの発展の
歴史の教訓を生かし続けたい、ということである。

メッセージメッセージメッセージメッセージのののの方法方法方法方法にににに関連関連関連関連してしてしてして最近最近最近最近ここで当委員会のメンバーが、
を一つ紹介しよう。体験体験体験体験からからからから得得得得たたたた具体的具体的具体的具体的なななな事柄事柄事柄事柄

飲んでいた頃の話を主にするか、退院後の生活に不安を感じてい
る患者さんたちのために、回復の方法とプロセスを主に話すか、と
いう問題について話合いが行われた中で、まだ自分が中毒者である
と認められない人のためには、飲んでいた頃の話が役に立つが、一
方最近はどん底のレベルが上って経済的にも人間関係の上でも破綻
をきたしていない人も多いので、そういう人にひどい話をしても、
違いを探させることにしかならない、という。
それから過去のメッセージ活動の反省として、どうも日本のＡＡ

はこれまで専門家を置き去りにして、全く独断的、独善的に進んで
来たような傾向があったのではなかろうか。専門家の立場への配慮
が欠けていたように思える。これは大いに恥ずべきことである。
今後は双方が協力し合い、力を補い合う方向にもって行くことが

大切なので、こんなことでは専門家からも信頼は得られないから、
接点を見出すのが容易ではない。専門家からも又まだ苦しんでいる
中毒者の家族からも、信頼されるように、私たち自身が成長しなけ
ればならないと思う、というような話もここの委員の人の中から聞
かせて貰った。

ＡＡサービスの窓口である各AA日本ニューズレター発刊に当って

委員会の活動状況を中心に報道し、全国各地域のメンバーに情報を
提供することで、仲間一人ひとりの活動をお手伝いすること。と共
に行政や医療を初め関係各位に、ＡＡへのご理解を一層深めて頂き

広報委員会たいと念願し第１号をお送りする。

病院施設委員会

G 14◇◇◇◇埼玉地区大宮埼玉地区大宮埼玉地区大宮埼玉地区大宮インターインターインターインター ．．．．第第第第
S61 11 1回回回回ステップセミナーステップセミナーステップセミナーステップセミナー 年 月

日(土) ： ～ ： 埼玉県草加9 30 16 10
市氷川町 － 草加市立氷川568 1
コミュニティ・センター (食事は
各自でお願いします)
◇◇◇◇南多摩地区豊田南多摩地区豊田南多摩地区豊田南多摩地区豊田 ．．．．第 回第 回第 回第 回オープオープオープオープG 1
ンンンン・・・・スピーカーズスピーカーズスピーカーズスピーカーズ・・・・ミーティングミーティングミーティングミーティング
S61 11 1 9 00 16:00年 月 日(土) ： ～
日野市多摩平 － 日野市勤労1 10
青年会館(国電中央線豊田駅下車、
北口徒歩 分 )2 0425-88-6251☎

テーマ：飲まないで生きるために
（昼食は各自でお願いします)
◇◇◇◇宮城地区宮城宮城地区宮城宮城地区宮城宮城地区宮城インターインターインターインター ．．．．第 回第 回第 回第 回G 1

））））ステップセミナーステップセミナーステップセミナーステップセミナー((((テーマテーマテーマテーマ：：：：信信信信じるじるじるじる
S61 11 2 9 00 16 00年 月 日(日) ： ～ ：

4 39宮城県仙台市本町 1 － －
宮城総合福祉センター

－ 〈昼食は各自負担・駐☎224 0491
車場はありません)


